
平成１７年度学校経営計画表

１ 学校の現況

学校番号 特１９ 学校名 茨城県立協和養護学校 課程 全日制 学校長名 髙野 恭一

教頭名 坂寄 節立原 雅子
主査兼事
務長名

教職員数 教諭 ５７ ２ １ ２ ４ ８ ４
養護 常勤 非常勤 事務職 技術職２ ２ ５ 計実習教諭，実習講
教諭 講師 講師 員 員等師，実習助手

児 童 生徒 学 部 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 合計クラス数
数 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

小学部 ６ １ ４ ４ ６ ０ ８ ０ ３ ０ １ ３７ ６ １２10
中学部 ８ ３ ７ ５ ６ ４ ２１ １２ ９
高等部 ５ ３ ６ ３８ １４ ９16 11 11

２ 目指す学校像

児童生徒の実態を的確に捉え，一人一人のニーズを明確にしきめ細かい教育を推進し信頼と活力を生む学校づく
りを実践する。
地域における特別支援教育のセンター的役割を果たすとともに，児童生徒が地域の中で「豊かな心をはぐくむ」

ことができる生活の充実と社会性の育成を目指した教育を推進する。
また，保護者・施設・各関係諸機関等との連携を密にし，一環した協力体制による教育活動を展開する。

３ 現状分析と課題（数量的な分析を含む ）。

項 目 現 状 分 析 課 題
研究主題「豊かな心をはぐくむカリキュラムの改善」の ・地域の交流団体や地域の小学校との交

研究協力校 ( 年度 )としての校内研究体制づくりを進 流を推進し，楽しい学校づくりを目指17.18
めている。また，さわやかマナーアップ運動の年間活動計 す。

教 務 画の作成・実践に向けて，各学部・係で共通理解を図って ・児童生徒各自ができることから，マナ
活動を推進している。 ーの向上へ向けた活動を実施する。
授業参観日を年間５回実施しているが，３回目は教育月 ・保護者及び外部からの評価と意見・要

間に計画し「２日間の学校自由参観日」を設けている。授 望等を反映させた単元の指導や教育活
業参観の際には，保護者にアンケートを実施し授業の評価 動に反映させ特色ある開かれた学校づ
及び感想や要望等を吸い上げ 学習活動や授業の指導場面 くりの推進。， ，
教材教具等の内容については研究し，教育活動に反映させ
る工夫をしている。



学校施設開放事業(週３日利用) 地域交流活動推進事業 ・特別支援教育を担当する小中学校等の， ，
養護学校施設等開放事業を積極的に推進し，保護者や地域 教職員に対し，本校の特別支援教育の

支 援 との連携の強化に努めている反面，本校に在籍していない センター的役割について理解を得るよ
幼児児童生徒の特別支援教育に携わっている関係者への支 うな働きかけをする。教育相談をした
援や連携が十分ではない。 り研修会を企画したりする。
個別の教育支援計画および個別移行支援計画を作成し， ・個別の就学支援計画を作成し，関係す

個別のニーズに応じた支援を行っているが，就学前からの る機関とともに乳幼児期から就学まで
支援計画が作成されていない。 の段階における幼児一人一人のニーズ

に応じた対応ができるようにする。
・保健，福祉，医療等関係機関との連携
協力を深める。

研究テーマに沿って問題解決のために各グループで研究 ・学部をこえたグループ研修の体制と運
を進め，各部の連携を図りながら教員の専門性の向上に努 営方法の確立に努める。

指導研究 めている。個別の指導計画については，客観的に児童生徒 ・各自が課題に取り組む意識をもち意欲
の実態把握し個々の課題や目標を明確にして「長期指導目 的に研修に取り組む，児童生徒の支援
標 ( 年間 )」と「短期指導計画 (前期・後期 )」を作成して に有効となる専門性と理解を深める。1
いる。年３回保護者との個別面談等を通して，個別の指導
内容について共通理解を図り学習計画の実践を進めると共
に，より教育効果を得るための検討を重ねている。
(生活指導)
自力通学生徒(１６名 )，自主通学児童生徒(２４名)の交 ・地域・警察等との連携の充実に努め，

通安全に対する指導の充実を図っている。 事件・事故等の防止対策を探る。
日頃の生活や休業中の生活に対する共通理解を図ってい

生徒指導 る。
(特別活動)
毎週水曜日に児童生徒会役員会を開き，全校集会や協養 ・活動の充実に向けた学校行事での児童

祭等の準備について進めている。 生徒会の役割分担の精選に努める。
(ｽｸｰﾙﾊﾞｽ)
コース上の諸問題や車中での児童生徒の状況を把握する ・運行を安全かつ円滑にするため関係者

ことで安全確保に努めている。その対策として，定期（年 及び各機関等との連絡調整に努める。
４回）及び随時の添乗指導及び学期１回バス関係者との懇
談会を実施している。
保護者・職員の進路についての理解・啓発を深めるため ・ＰＴＡ委員会等との連携を深め，理解

に，本校児童生徒の地域生活を基本とした研修，身近な施 啓発がどの程度図られているか，何が
進路指導 設，事業所を中心とした進路情報の共有化をわかりやすい 知りたいのか確かめながら活動を進め

資料やプレゼンテーションなどを活用して行っている。 ていくことが必要である。
個別の移行支援の充実を図るために，学校，関係諸機関 ・ゲストティーチャーとしての授業参加

相互の見学会を行っている。しかし，個別の移行支援計画 等を依頼するなど，関係諸機関からの
そのものがまだ保護者に浸透していないのが現状である。 刺激を多く取り入れることで，より具

体的な個別移行支援計画が作り上げら
れるように努める。

(保健指導)
思春期の生徒の保健室利用が増加していることから，児 ・児童生徒の実態を的確に把握し，学校

保 健 童生徒の心のケアを重視した指導を心がけている。肥満予 医・担任・保護者・養護教諭との連携
防の対策として，月１回の体重測定，養護教諭や学校栄養 を深める。
士による指導を実施している。 ・肥満対策の指導や特別に配慮を要する



児童生徒についての対応を，医療と連
携して推進する。

(給食)
手洗い，消毒，衛生的な服装での配膳を励行し伝染病， ・衛生管理の徹底を図る。

食中毒の予防をしている。また，給食室は学期ごとに大掃
除を実施し，食後はその都度掃除を行っている。

保 健 (安全・防災)
月１回の安全点検の実施。火災・地震・不審者対応の避 ・様々な状況を想定した，実践に即した

難訓練を通し，災害時の対策を進めている。 マニュアルを検討する。
(環境美化)
月１回の「全校美化日 ・ 職員清掃日 ，月３回の「職 ・児童生徒及び職員の環境美化への意識」 「 」

員清掃日 を設け 全校あげて環境美化に取り組んでいる の高揚をどのように図っていくか。」 ， 。
高等部作業班と連携をとり花壇，プランターにたくさん

の花を栽培し校内の美化に取り組んでいる。
渉 外 地区ＰＴＡ活動３年目を迎え，地区間の情報交換会（地 ・ＰＴＡ活動においての情報交換会（常

区懇談会年３回，地区幹事会年３回）を開催し，より充実 任委員会，地区幹事会・懇談会等）を
したＰＴＡ活動ができるように努めている。 とおし，円滑な活動の支援に努める。

事 務 経費の削減に努めている。 ・経費のガイドラインを整理し，より円
滑な執行体制に努める。

保護者・施設 家庭訪問 (年１回 )，個別面談 (年３回 )，学年懇談 (年４ ・児童生徒の実践・評価をさらに明確に
との連携 回 )学校・施設懇談会 (年２回 )をもち，保護者や各関係者 する。

と意見交換をすることで共通理解を図っている。

４ 中期的目標

１ 一人一人のニーズや発達段階を踏まえ，弾力的な教育課程を編成し展開する。

２ 地域における特別支援教育のセンター的役割を果たすことができるコーディネーターの養成と支援体制の充実
に努める。

３ 家庭や労働・福祉・医療等関係諸機関と連携を図るためのネットワークを構築し，適正な進路の実現に努める｡

４ 個別の教育支援計画（移行支援計画）を活用し，在学中から卒業後の支援をさらに推進する。



５ 本年度の重点目標

重 点 目 標 具 体 的 目 標 達成状況
１ 豊かな心をはぐくむカリキュラム ・ さわやかマナーアップ運動」と連携し，心の教育の一層「
の改善についての基本的な方策の研 の充実を図る。
究。 ・校内体制の整備「研究推進委員会の設置 。」

・豊かな心をはぐくむカリキュラムの改善に関する意識・実
態調査を実施する。

・先進校を視察し，得た情報を研究に生かす。
・ 交流活動事業」との関連を図る。「
・個に応じた，余暇活動への支援を推進する。

２ 地域をサポートする特別支援教育 ・地域及び保育園(所 )・幼稚園・小・中学校・各関係機関に
のセンター的機能の充実。 対し特別支援教育への理解啓発を継続。

・小・中学校等からの相談に応じ，指導・助言等を行うなど
のセンター的役割の充実。

・地域ネットワークの活用。

３ 各機関との連携を図り，適正な教 ・家庭・地域・各関係機関を含めた関係者と連携し，個別の
育活動・進路指導の推進。 教育支援計画を活用した，教育活動の充実に努める。

・進路相談を早期に実施し目標達成に努める。個別移行支援
計画を活用し，卒業学年の進路指導を充実させる。

・計画的な追指導，離職・転職に対応できるシステムの充実
を図る。

４ 教育的支援の専門性の向上。 ・保護者・地域・小・中学校などが求める教育的ニーズを把
握する。

・校外研修 (伝達研修 )，校内研修 (グループを編成し指導法
や教材教具，事例の研究)の充実。


